
2023年３月

環境省福島地方環境事務所

事前モニタリング結果（概要）

資料３－１



○ 環境モニタリング項目

– 空間線量率
– 大気中放射能濃度（γ線）
– 大気中放射能濃度（α・β線）
– 大気中粉じん（ダイオキシン類）
– 地下水水質

– 浸出水水質
– 放流水水質
– 防災調節池放出水水質
– 悪臭
– 河川水水質

○ クリーンセンターふたばへの埋立処分の開始以降の施工状況及び埋立
対象廃棄物が環境に与える影響を評価するため、2022年9月から事前
モニタリングを実施。

○ 調査期間
• 毎月調査：2022年９月～月１回実施

• 季節毎調査：2022年９月(夏)、11月(秋)
2023年１月(冬)（一部分析中）、３月(春)（分析中）

※青字の項目の概要については次ページ以降参照、その他詳細は資料3-2参照。

事前モニタリングの概要 1
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2敷地境界の空間線量率 （資料３ｰ２ P17～20）

○ 敷地境界の空間線量率を、以下6箇所で月1回測定。
○ 測定地点のうち、固型化施設前付近(K-3)では最も低く1.4μSv/hで
あったが、敷地南側(K-6)では最大で4.4μSv/hであった。

1.7μSv/h～2.1μSv/h

1.4μSv/h～1.6μSv/h

2.0μSv/h～3.1μSv/h

3.0μSv/h～3.7μSv/h

1.8μSv/h～2.0μSv/h
4.0μSv/h～4.4μSv/h

★ 空間線量率の調査地点



3モニタリングポスト設置箇所の空間線量率 （資料３ｰ２ P17～20）

35

30

25

2
5

30

3540

35

30

25

2
0

4 0

35

30

25

3 5

3
0

25

40

40

4
0

40

4
0

4
0

40

40

40

40

40

40

4
0

4
0

35

35

25

2
5

30

4
0

40

40

40

40

40

4
0

4
0

40

40

40

3
5

3
0

30

40

3
5

30

4
0

35

30

25

25

30

3
0

3
0

35

25

2 5

3 5

3
5

35

3535

35

40

40

40

4
0

40

V Uφ
200

落
U4
00×
4
00

落U400×40
0

落
U4 00×

400

落
U400

×4
00

落
U 40

0
×
40 0

落U400×
400

落 U
400×

400

落U4
00×400

開渠 B3
000×H25

00

開渠 B
3000×

H2500

V
S25
0

V
S
25 0

VS700

BOX　B2400×H2000

落U300×300

落
U
3 0
0 ×

3 0
0

H
Pφ

45
0

落
U3 00

×
300

落
U 4
0
0×
4 0

0

落
U50

0×
450

落U
1000

×100
0

落U
3
00
×3
0 0

落U4
00×40

0

VS600

VS600

落
U
3
00
×
30
0

落
U3 00 ×300

落
U 3
00
×3
0
0

落
U3
00
×

300

VS
6
00

落U30
0× 30

0

落U
300

×30
0

VS600

VS
600

落
U
60
0×

600

落U
30
0
×3
00

落
U
30

0 ×
3
00

落
U4 00

× 40
0

落U300×300

落
U 3

00×
30
0

落
U 300

× 300

落U5
00×500

落
U50

0×4
50

落U500X500

H
PΦ

60
0

HPΦ
4
00

HPφ
3
00

H
P
φ3
00

HP
Φ
4
50

落U4
00×450

落U3
00×

300

F棟

E棟

C棟
D棟

防災調整池

1期埋立地

2期埋立地

町道東26号線

町
道
東
28
号
線

町
道
東2

7号
線

A棟

北
沢
橋

2NO .1

2N O. 2

3 NO.1

3NO .2

3 NO .3

T -11

T- 57

T -58

T- 59

T- 60

T-6 1

T-6 2

T -63

T- 64

T -6 5

T-6 6

T- 67

T -6 8

T-6 9

T -70

T-1 7

T -2 1

T -16

T -2 2

T -23

T- 24

T -14

T -2 5
T- 26

T- 27

T -2 8

T-2 9

T- 30

T- 31

T-3 2

T- 33

T- 34

T -3 5

T -36

T- 71

T- 37
T -38

T- 39

T- 40

T-1

T -41

T -1 3

T -15

T -12

T -4

T-3

T- 5

T -8

T-7

T- 9

T- 20

T-19

T -1 0

T -5 6

T- 54

T- 53
T -55

T -52

T -5 1

T -50

T -49

T- 48

T -47

T- 46
T- 45

T- 44

T-4 3

T- 42

T- 18

T- 2

T -6

0 50 100m

2期埋立区画

1期埋立区画

KR-1

KR-2

KR-3

KR-4

KR-5

埋立範囲

敷地範囲

0.37μSv/h～0.42μSv/h

4.2μSv/h～5.5μSv/h

0.58μSv/h～0.86μSv/h

2.1μSv/h～3.0μSv/h

4.0μSv/h～4.4μSv/h

○ モニタリングポストが未設置のため、設置まで手計りにて月1回測定。
○ 2期埋立地北側(KR-1)や固型化施設前(KR-2)では最大でも1 μSv/h
未満であったが、処分場入口(KR-3)では最大で5.5μSv/hであった。

○ モニタリングポストは3月末に設置予定、4月上旬目途で測定開始予定。

★ 空間線量率の調査地点（連続）
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4大気中放射能濃度(γ線) （資料３ｰ２ P21～22）

○ 9月～11月の測定結果は、全地点（３地点）、Cs-134、Cs-137共に
検出下限値※未満であったが、12月の調査で、T-3地点にてCs-137が
10mBq/m3が検出された。

調査地点 調査項目 9月 10月 11月 12月

T-1
Cs-134 ND ND ND ND

Cs-137 ND ND ND ND

検出下限値 5ｍBq/m3

T-2
Cs-134 ND ND ND ND

Cs-137 ND ND ND ND

検出下限値 5ｍBq/m3

T-3
Cs-134 ND ND ND ND

Cs-137 ND ND ND 10

検出下限値 5ｍBq/m3

表：大気（大気浮遊じん）中の放射能濃度
（γ線）測定結果（資料３ｰ２より一部抜粋）

◆ 大気中放射能濃度の調査地点

※5m㏃/㎥



5地下水の測定結果 （資料３ｰ２ P23～26）

○ 地下水の水質

➢ 下流側では、カドミウム・ふっ素・ほう素等が
検出されたが、法令上の基準が適用される
項目は、全ての項目で基準値を満足。

➢ 上流側では、電気伝導率が下流側より高
かった。また、水素イオン濃度(pH)が上流
側と下流側で違いが見られた。

○ 地下水の放射能濃度

➢ 下流側において、2022年12月にCs-137
が1.0Bq/L検出された。下流側その他調
査期間及び上流側調査では、全て検出下
限値※未満であった。

○ 地下水の環境基準が定められている項目については、同基準を超過する
ものは確認されなかった。一部の項目では以下の測定結果が確認された。

9月 11月 1月 環境基準

上流 下流 上流 下流 上流 下流

カドミウム(㎎/L) - 0.0025 - 0.00060 <0.0003 0.0013 0.003

ふっ素(㎎/L) - 0.28 - 0.56 <0.08 0.21 0.8

ほう素(㎎/L) - 0.03 - 0.05 0.06 0.04 1

電気伝導率(mS/m) - 49 - 63 150 72 -

水素イオン濃度(pH) - 4.5 - 4.8 7.3 3.5 -

■ 地下水の調査地点

表：地下水の水質測定結果（資料３ｰ２より一部抜粋）

※1㏃/L

上流調査地点 下流調査地点



○ 浸出水について（法令上の基準はない）

➢ 浮遊物質量とダイオキシン類は、9月に比べ
11月では増加。 11月調査直前の降雨の
影響を受けたサンプルを採取したためと考え
られる。

○ 放流水について

➢ ふっ素・ほう素等が検出されたが、法令上の
基準が適用される項目は、全て基準値を
満足した。

➢ 放射能濃度は、全て検出下限値※2未満で
あった。

6浸出水・放流水の測定結果 （資料３ｰ２ P27～31）

○ 放流水において、法令上の基準が適用される項目については、法令上の基
準を超過するものは確認されなかった。

※２ 1㏃/L

9月 10月 11月 12月 1月
県条例

排水基準等

浸出水 放流水 浸出水 放流水 浸出水 放流水 浸出水 放流水 浸出水 放流水 放流水

ふっ素(㎎/L) 9.3 3.5 - - 4.1 <0.8 - - 5.9 4.8 8

ほう素(㎎/L) 4.7 6.5 - - 2.4 <0.1 - - 4.6 4.1 10

浮遊物質量(㎎/L) 7 <1 8 <1 150 <1 180 <1 84 1 70

ダイオキシン類(pg-TEQ/L) 0.18 0.000037 - - 13 0.000024 - - 2.4 0.000051 10

Cs-134の放射能濃度 (㏃/L) ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND
※3

Cs-137の放射能濃度 (㏃/L) ND ND ND ND 1.7 ND ND ND 2.4 ND

表：浸出水・放流水のモニタリング結果（資料3-2より一部抜粋。放射能濃度は、ろ過前の測定結果。）

※３
𝑪𝒔−𝟏𝟑𝟒の濃度（㏃/𝑳）

𝟔𝟎（㏃/𝑳）
＋

𝑪𝒔−𝟏𝟑𝟕の濃度（㏃/𝑳）
𝟗𝟎（㏃/𝑳）

≦１



7防災調節池放出水の測定結果 （資料３ｰ２ P32～34）

○ 防災調節池放出水において、法令上の基準が適用される項目について
は、法令上の基準を超過するものは確認されなかった。

○ 防災調節池放出水の水質

➢ ほう素等の検出が見られたが、法令上の基準が適用される項目は、全ての項目で基準値
を満足した。

○ 防災調節池放出水の放射能濃度

➢ 全て検出下限値※未満であった。 ※ 1㏃/L

■ 防災調節池放出水の調査地点

9月 11月
県条例
排水基準

ほう素(㎎/L) 0.4 <0.1 10

ダイオキシン類
(pg-TEQ/L)

0.32 0.62 ー

表：防災調節池放出水の測定結果
（資料3-2より一部抜粋）



（参考）調査位置：環境モニタリング

風向・風速計/温湿度計/
大気圧計/雨量計を設置

風向・風速計/温湿度計を設置

8



（参考）調査位置：河川水

R-1 R-2 R-3

R-4 R-5

R-6

R-1 R-2 R-3

R-4 R-5

R-6

R-1 R-2 R-3

R-4 R-5

R-6

R-1 R-2 R-3

R-4 R-5

R-6

R-1 R-2 R-3

R-4 R-5

R-6

R-1 R-2 R-3

R-4 R-5

R-6

9
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